
日日本本物物理理学学会会　　第第６６７７回回年年次次大大会会	
	


22001122年年33月月2255日日1122時時2255分分~~1133時時1100分分	
	


＠＠関関西西学学院院大大学学（（西西宮宮上上ヶヶ原原キキャャンンパパスス））　　YYGG会会場場	
	


日日本本物物理理学学会会領領域域２２  
運運営営会会議議	
	




議議題題	
	


報報告告とと討討論論 
1)  2012年年10月月かかららのの新新役役員員体体制制ににつついいてて 
2)  学学生生優優秀秀発発表表賞賞にに関関すするる報報告告	
	


3)  若若手手奨奨励励賞賞（（第第7回回（（2013年年））））選選考考ににつついいてて 
4)  2012年年秋秋季季大大会会案案内内ととシシンンポポジジウウムム，，招招待待・・企企画画講講演演のの提提案案	
	


5)  PLASMA2011にに関関すするる報報告告とと次次回回開開催催にに対対すするる議議論論 
6)  ププララズズママ宇宇宙宙物物理理３３学学会会合合同同セセッッシショョンンにに関関すするる報報告告とと 

次次回回開開催催にに関関すするる議議論論 
7)  物物性性分分野野  領領域域のの略略称称・・表表示示にに関関すするる提提案案	
	


8)    ＡＡＰＰＳＳ，，ＥＥＰＰＳＳ、、ＧＧＥＥＣＣ等等へへののOneVoice推推薦薦 
 
関関連連報報告告，，そそのの他他 
1)  日日本本学学術術会会議議報報告告（（伊伊藤藤早早苗苗教教授授（（九九大大応応力力研研）））） 
2)  AAPPS関関係係報報告告（（菊菊池池満満（（原原子子力力機機構構）））） 

22	
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報報告告とと討討論論	
	




11))  22001122年年1100月月かかららのの新新役役員員体体制制ににつついいてて	
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以以下下３３名名のの方方々々がが2012年年9月月でで任任期期終終了了 
　　荒荒巻巻　　光光利利（（名名古古屋屋大大学学））	
 	
 
　　井井	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 通通暁暁　　（（東東京京大大学学））	
 	
 
　　重重森森　　啓啓介介（（阪阪大大レレーーザザーー研研））	
 	
 
 
 
 
新新役役員員候候補補者者ととししてて以以下下のの方方々々をを推推薦薦ししたた
いい 
（（任任期期はは2012年年10月月かからら2015年年9月月ままでで）） 
　　岡岡本本　　敦敦　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
　　東東口口　　武武史史（（宇宇都都宮宮大大学学））	
 	
 
　　横横井井　　喜喜充充（（東東大大生生産産研研））	
 	
 

(～～2013.3ままでで) 
領領域域代代表表　　　　安安藤藤　　晃晃　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
領領域域副副代代表表　　米米田田　　仁仁紀紀（（電電気気通通信信大大学学））	
 	
 
領領域域前前代代表表　　菊菊池池　　満満　　（（原原子子力力機機構構））	
 	
 
 

(～～2013.9ままでで）） 
役役員員　　三三好好　　隆隆博博（（広広島島大大学学））	
 	
 
役役員員　　田田村村　　直直樹樹（（核核融融合合研研））	
 	
 
役役員員　　蓮蓮尾尾　　昌昌裕裕（（京京都都大大学学））	
 	
 
	
 	
 

(2014.3ままでで領領域域委委員員、、2014.9ままでで役役員員）） 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））出出射射　　浩浩　　（（九九大大応応力力研研））	
 	
 

役役員員（（領領域域運運営営委委員員））永永岡岡　　賢賢一一（（核核融融合合研研））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））宮宮戸戸　　直直亮亮（（原原子子力力機機構構））	
 	
 
 

(2014.9ままでで領領域域委委員員、、2015.9ままでで役役員員））	
	

役役員員（（領領域域運運営営委委員員））岡岡本本　　敦敦　　（（東東北北大大学学））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））東東口口　　武武史史（（宇宇都都宮宮大大学学））	
 	
 
役役員員（（領領域域運運営営委委員員））横横井井　　喜喜充充（（東東大大生生産産研研））	
 	
 

22001122年年1100月月かかららのの役役員員体体制制（（案案））はは以以下下のの通通りり	
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22))  日日本本物物理理学学会会領領域域２２・・学学生生優優秀秀発発表表賞賞	
	


実実施施要要領領	
	

ü 審審査査はは一一次次審審査査とと二二次次審審査査のの２２段段階階でで行行うう。。 
ü 受受賞賞者者はは日日本本物物理理学学会会領領域域２２代代表表者者名名にによよるる賞賞状状をを授授与与すするるとと共共にに、、領領

域域２２ののホホーームムペペーージジととメメーーリリンンググリリスストトににてて発発表表すするる。。 
 

                詳詳ししくくはは学学会会ＨＨＰＰををごご覧覧くくだだささいい。。（（http://div.jps.or.jp/r2/index.html）） 

学学生生優優秀秀発発表表賞賞	
	


次次回回（（2012年年秋秋季季大大会会)ににおおいいててもも実実施施予予定定 
ü   広広報報活活動動（（学学生生へへのの周周知知徹徹底底））ーーーー＞＞秋秋季季大大会会ででもも継継続続ししてて実実施施ししまますす。。	
	

　　	
	


物物理理学学会会領領域域２２がが独独自自にに設設けけたた賞賞でで，，物物理理学学のの発発展展にに貢貢献献ししううるる優優秀秀なな一一
般般講講演演発発表表をを行行っったた学学生生((応応募募時時にに学学生生のの身身分分））のの方方々々にに対対ししてて授授与与すするるもも
のの。。今今大大会会かからら開開始始。。	
	




33))  若若手手奨奨励励賞賞（（第第77回回（（22001133年年））））選選考考ににつついいてて	
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第第７７回回（（2013年年））若若手手奨奨励励賞賞　　　　ススケケジジュューールル（（予予想想）） 
１１．．募募集集のの案案内内  2012年年6月月号号会会誌誌会会告告 
２２．．募募集集〆〆切切  2012年年7月月末末頃頃 
 

授授賞賞対対象象 
　　　　論論文文ととししてて公公表表さされれたた研研究究業業績績でで，，そそのの研研究究内内容容（（ままたたははそそのの一一部部））がが 

日日本本物物理理学学会会ににおおいいてて登登壇壇者者ととししてて発発表表さされれてていいるるこことと	
	

応応募募資資格格 

応応募募のの時時点点でで物物理理学学会会会会員員でで，，受受賞賞年年度度のの3月月31日日でで37才才以以下下	
	

提提出出書書類類 

履履歴歴書書，，発発表表論論文文リリスストト，，対対象象論論文文ののココピピーー（（3篇篇以以内内）），，該該当当すするる学学会会発発表表のの 
概概要要ココピピーー，，推推薦薦書書（（ままたたはは自自薦薦書書））、、そそのの他他必必要要とと思思わわれれるる書書類類	
	


授授賞賞者者義義務務 
第第68回回年年次次大大会会(2013年年春春））ににてて若若手手奨奨励励賞賞受受賞賞記記念念講講演演をを行行ううこことと 

 

以以上上のの詳詳細細ににつついいててはは，， 
http://div.jps.or.jp/r2/pdf/2011/wakateprize_v3.pdfにに掲掲載載 

【【参参考考】】ここれれままででのの受受賞賞者者はは，，以以下下ののウウェェブブササイイトトでで閲閲覧覧可可能能 
　　　　http://www.jps.or.jp/activities/awards/wakate.html	
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44))  22001122年年秋秋季季大大会会のの紹紹介介	
	


○○開開催催場場所所：：横横浜浜国国立立大大学学（（物物性性））	
	


○○開開催催日日程程：：22001122年年99月月1188日日（（火火））～～99月月2211日日（（金金））	
	


参参考考	
	


　　○○開開催催場場所所：：京京都都産産業業大大学学（（素素、、核核、、宇宇））	
	


　　○○開開催催日日程程：：22001122年年99月月1111日日（（火火））～～99月月1144日日（（金金））	
	


今今後後のの予予定定	
	


○○講講演演申申しし込込みみ期期間間（（ＷＷＥＥＢＢ））：：５５月月７７日日（（月月））～～５５月月２２７７日日（（日日））１１７７時時	
	


○○予予稿稿原原稿稿締締めめ切切りり：：７７月月１１３３日日（（金金））必必着着	
	


○○講講演演申申しし込込みみ数数：：　　１１人人３３件件以以内内	
	


○○シシンンポポジジウウムム、、招招待待・・企企画画講講演演、、チチュューートトリリアアルル講講演演申申しし込込みみ：：  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：４４月月６６日日（（金金））～～５５月月１１４４日日（（月月））	
	


○○キキーーワワーードド：：　　領領域域２２ＨＨＰＰをを参参照照	
	




44))  22001122年年秋秋季季大大会会ででのの招招待待・・企企画画講講演演，，シシンンポポジジウウムムのの提提案案状状
況況	
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チチュューートトリリアアルル講講演演　　	
	

　　高高エエネネルルギギーー粒粒子子ととググロローーババルルMMHHDDモモーードドととのの相相互互作作用用研研究究のの最最前前線線	
	

　　　　講講演演者者：：東東井井  和和夫夫（（核核融融合合研研））	
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提提案案者者：：　　市市村村  真真  （（筑筑波波大大院院））	
	


招招待待講講演演 	
	
	
	

　　光光科科学学のの導導入入にによよるるププララズズママ研研究究のの新新ししいい展展開開　　	
	

　　　　  講講演演者者：：荒荒巻巻  光光利利　　（（名名大大院院  工工））　　　　	
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提提案案者者：：　　田田中中  雅雅慶慶  （（九九大大院院  総総理理工工））	
	

　　ココンンププレレッッククススププララズズママ研研究究のの進進展展とと展展望望（（CCrryyooggeenniicc  CCoommpplleexx  PPllaassmmaa））　　	
	

　　　　  講講演演者者：：石石原原　　修修　　（（横横浜浜国国大大  工工））　　　　	
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提提案案者者：：　　安安藤藤  晃晃  （（東東北北大大院院  工工））	
	


シシンンポポジジウウムム 	
	
	
	

　　負負イイオオンン科科学学のの新新展展開開　　‐‐負負イイオオンン生生成成のの物物理理ととそそのの応応用用技技術術‐‐　　	
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提提案案者者：：　　安安藤藤  晃晃  （（東東北北大大院院  工工））	
	


	


そそのの他他、、提提案案ををおお待待ちちししててまますす。。（（44月月初初旬旬ままででにに））	
	




チチュューートトリリアアルル講講演演	
	


高高エエネネルルギギーー粒粒子子ととググロローーババルルMMHHDDモモーードドととのの  
相相互互作作用用研研究究のの最最前前線線（（核核融融合合研研　　東東井井和和夫夫））	
	


講講演演概概要要 
1.  ははじじめめにに 

DT核核燃燃焼焼ププララズズママににおおけけるる高高速速アアルルフファァ粒粒子子のの役役割割とと影影響響 
2.  トトーーララススププララズズママににおおけけるる高高エエネネルルギギーー粒粒子子ととアアルルヴヴェェンン波波ととのの相相互互作作用用のの基基礎礎 

1)  理理想想MHDププララズズママににおおけけるるアアルルヴヴェェンン波波 
2)  高高エエネネルルギギーー粒粒子子にによよるる不不安安定定化化 

シシアアアアルルヴヴェェンンススペペククトトルルににおおけけるるギギャャッッププ形形成成とと離離散散的的固固有有モモーードドのの存存在在 
アアルルヴヴェェンンギギャャッッププ形形成成のの3次次元元トトーーララススへへのの拡拡張張 
波波とと粒粒子子のの共共鳴鳴的的相相互互作作用用 
高高速速エエネネルルギギーー粒粒子子にによよるるアアルルヴヴェェンン固固有有モモーードドのの不不安安定定化化   

3.  2D及及びび3Dトトーーララススププララズズママでで観観測測さされれたた高高速速エエネネルルギギーー粒粒子子駆駆動動ググロローーババルルモモーードド 
1)  磁磁場場配配位位とと  回回転転変変換換分分布布のの影影響響 
2)  高高速速エエネネルルギギーー粒粒子子駆駆動動アアルルヴヴェェンン固固有有モモーードドとと高高周周波波帯帯状状流流 
3)  モモーードド間間のの非非線線形形結結合合（（3波波結結合合）） 
4)  波波とと粒粒子子のの非非線線形形相相互互作作用用（（ババーースストト的的振振幅幅変変調調とと高高速速周周波波数数掃掃引引現現象象）） 

4.  高高エエネネルルギギーー粒粒子子駆駆動動モモーードドのの高高エエネネルルギギーー粒粒子子とと背背景景ププララズズママ閉閉じじ込込めめへへのの影影響響 
5.  ままととめめとと今今後後のの展展開開 

提提案案者者：：　　市市村村  真真  （（筑筑波波大大院院））	
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招招待待講講演演	
	


生	
	


　光科学の導入によるプラズマ研究の新しい展開　　
　　　　　講演者：荒巻光利（名大）　推薦者：田中雅慶（九大）　説明者：吉村信次(NIFS)

光科学の導入によってプラズマ基礎研究は大きな変革期を迎えている。これまで困難であった極限
パラメータのプラズマ生成や、これまでの測定精度をはるかに超えた高精度測定が可能になった。

LLIIFF信信号号	
	


飽飽和和吸吸収収分分光光	
	


フファァブブリリーーペペロローー	
	

干干渉渉計計（（共共振振器器））	
	


LLaammbb  DDiipp	
	

443300228811..777744  GGHHzz	
	


229944  MMHHzz	
	


飽和吸収分光を組込んだ誘起蛍光
分光法によって中性粒子の遅い流
れ場が可視化できるようになった。　
（平成21年度第14回プラズマ・核融
合学会技術進歩賞受賞）

ラムディップ誘起蛍光分光法に
よってゼーマン分離を高精度に
測定し、強い背景磁場中の高精
度磁場計測が可能になった。

速度分布関数の形状を制御する 速度分布関数にマーキングする

プラズマ物理の新しい研究領域を開拓

光科学の手法を導入して分布関数を制御するツールを開発

強結合プラズマ 中性粒子の流れ場 高精度磁場計測

　レーザー冷却によって温度制
御された極低温プラズマを生
成し、弱結合から強結合に至る
遷移領域のプラズマ研究が可
能になった
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招招待待講講演演	
	


コンプレックスプラズマにおける微粒子構造形成　　
　講演者：石原　修（横浜国大　工）　提案者：安藤　晃（東北大）

コンプレックスプラズマでは、電子, イオン,中性粒子とともに、ミクロンサイズの微粒子が混在する。
微粒子は負に帯電し、全体として中性を保とうとするプラズマ中に閉じ込められる。微粒子の系で
は微粒子間の静電エネルギーが熱エネルギーを上回り、強結合系を形成することになる。プラズマ
の集団運動が微粒子の存在によりその分散関係が変化したり、微粒子の集団運動が新たに生ま
れたりする。極低温環境下で放電によりプラズマを生成すると、イオン温度が中性粒子との衝突に

より極低温領域に入ってくる。その時負に帯電した微粒子の分極効果により生じるポテンシャルが
無視できなくなる。また帯電量の決定に対しては量子効果が重要な働きをすることになる。こうして
帯電した微粒子がプラズマと相互作用することにより自己組織的に形成する微粒子構造形成や磁
場中における微粒子の集団運動は、従来のプラズマ研究の対象を飛躍的に広げてきた。 

石原教授は一連の理論・実験研究に
おいて、微粒子が作るウェイクポテン
シャルの形成、２次元格子波動現象
や極低温条件下でのダストプラズマの
挙動を明らかにしてきた。本招待講演

ではこれまでのコンプレックスプラズマ
研究の進展と今後の展望に関して講
演を行うことを提案したい。	


シシーースス領領域域でで22次次元元的的にに広広ががるる
ダダスストト微微粒粒子子はは、、レレーーザザーー光光のの
散散乱乱にによよりり、、目目視視ででききるる。。	
	


ΔΔ 

ΔΔ00 
微微粒粒子子ががつつくくるる22重重ららせせんん構構造造のの解解析析	
	




負負イイオオンン科科学学のの新新展展開開　　  
――負負イイオオンン生生成成のの物物理理ととそそのの応応用用技技術術――	
	


シシンンポポジジウウムムのの構構成成（（案案）） 
１.趣旨説明　安藤晃（東北大）	


２.オオーーババーービビュューー	
	


　　「「負負イイオオンン科科学学のの広広ががりり‐‐現現状状とと課課題題‐‐」」 
　　　　竹入康彦（核融合研）	


３.「「負負イイオオンンのの加加速速器器応応用用のの最最先先端端」」 
　　森義治（京大）	


４.「「負負イイオオンンププララズズママののモモデデリリンンググ」」 
　　畑山明聖（慶応大）	


５.「「負負イイオオンンのの表表面面生生成成とと物物性性研研究究へへのの応応用用」」 
　　和田元（同志社大生命医科）	


６.「「Csフフリリーー負負イイオオンン生生成成過過程程のの進進展展」」 
　　大原渡（山口大）	


７.総総合合討討論論   
　　笹尾眞實子（同志社大研究開発推進機構）	


提提案案者者：：安安藤藤　　晃晃（（東東北北大大院院  工工））	
	


背背景景とと目目的的 
　 水素負イオン生成とその応用技術は、特に核
融合や加速器への応用を目指して、生成過程の
解明やその輸送現象など高密度化を目指した研

究が世界中ですすめられてきた。その結果、核核
融融 合合 分分 野野 でで のの 負負 イイ オオ ンン ビビ ーー ムム 利利 用用 ＮＮ ＢＢ ＩＩ はは、、
JT-60UととLHDだだけけでで実実用用化化さされれてておおりり、、日日本本がが
世世界界ををリリーードドすするる状状況況ににああるる。	
	


　 負イオン電流の大電流化や高密度化を実現す
ることで、正イオンと負イオンだけからなるイイオオンン

性性ププララズズママの実現や、負イオン関連研究の進展
が進み、、核核融融合合やや加加速速器器分分野野もも含含めめたた負負イイオオンン
ビビーームムのの応応用用が拡がってきている。	


　 そこで今回、多くのプラズマ物理の専門家との
議論を展開し、負負イイオオンン生生成成のの物物理理とと応応用用技技術術
のの体体系系化化にに寄寄与与すするるこことと、、及及びび、、産産業業界界やや、、宇宇宙宙

等等のの分分野野もも含含めめたた負負イイオオンン応応用用研研究究のの進進展展など
を目指したシンポジウムを提案する。	


シシンンポポジジウウムム	
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5) PLASMA2011にに関関すするる報報告告	
	


PLASMA CONFERENCE 2011	


日本物理学会（領域２）2011年秋季大会  
プラズマ・核融合学会第28回年会 
応用物理学会第29回プラズマプロセシング研究会	


会期：平成23年11月22日（火）～25日（金） 
場所：金沢県立音楽堂	


（物理学会推薦）　基調講演（３件)、シンポジウム（２件）、招待講演（４件）　　	


参加講演数：基調講演 11件、シンポジウム 18件､ international Session 34件、国内招待講演　20件	

　　　　　　　　一般講演口頭発表　223件、一般講演ポスター発表　520件  	
	


参参加加者者数数((最最終終確確定定))：：11007722名名　　（（ププララ核核::557755名名、、応応物物::220055名名、、物物理理::228877名名、、他他学学会会::8855名名））  	
	


次次回回はは２２００１１４４年年秋秋をを想想定定。。幹幹事事学学会会はは物物理理学学会会領領域域２２。。今今後後のの運運営営形形態態ををどどううすするるかか？？　　	
	


講講演演件件数数：：774433件件　　（（口口頭頭::222233件件、、ポポススタターー::552200件件））	
	


物物理理学学会会ブブーースス：：アアンンケケーートト調調査査	
	


領領域域２２ＨＨＰＰ　　（（hhttttpp::////ddiivv..jjppss..oorr..jjpp//rr22//iinnddeexx..hhttmmll））　　参参照照	
	


１１００００００名名規規模模のの国国内内学学会会をを開開催催ししたた。。  
会会場場、、学学会会連連携携、、講講演演形形態態、、ポポススタターーココアアタタイイムムななどど問問題題点点ももああっったた。。	
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66))  ププララズズママ宇宇宙宙物物理理33学学会会共共催催セセッッシショョンン	
	


第第6回回ププララズズママ宇宇宙宙物物理理3学学会会合合同同セセッッシショョンン 
日日本本天天文文学学会会春春季季年年会会　　2012年年3月月19日日（（月月））～～22日日（（木木））  　　　　  
場場所所：：龍龍谷谷大大学学  深深草草キキャャンンパパスス（（京京都都市市伏伏見見区区））  	
	


全講演数　86件　（基調13件、口頭37件、ポスター36件）　＊暫定 
　　物理学会  23件 
　　SGEPSS  14件 
　　天文学会  43件 
　　その他  6件 
 
物理学会提案の基調講演 
 

　大澤幸治（名大） 衝撃波と超相対論的粒子加速 
　井　通暁 （東大）  磁気リコネクション室内実験の進展 
　伊藤公孝（NIFS） 磁化プラズマにおける乱流と構造形成 
　高部英明（阪大） レーザー宇宙物理とは何か 	

　蔵満康浩（阪大） 高マッハ数無衝突衝撃波実験の現状  
 
常に80人～100人程度の聴講者があり大盛況であった。 

第第66回回33学学会会共共催催のの報報告告	
	




1155	
	
1155	
	


66))  ププララズズママ宇宇宙宙物物理理33学学会会共共催催セセッッシショョンン	
	
今今後後のの33学学会会共共催催ににつついいてて	
	


今今後後のの３３学学会会共共催催ににつついいてて	
 	
 

これまでに開催された共催セッション	

　　第1回　日本物理学会60回年会（2005.3）口頭発表121件 　　	

　　第2回　地球惑星連合大会(2006.5) 口頭93件、ポスター92件 　　	

　　第3回　日本天文学会秋季年会（2007.9) 口頭97件、ポスター10件　　	

　　第4回　日本物理学会64回年会(2009.3) 口頭151件 
　　第5回　地球惑星科学連合大会(2010.5) 口頭107件、ポスター62 件 
　　第6回　日本天文学会春季年会(2012.3)　口頭50件、ポスター36件	


承承認認事事項項：：今今後後もも継継続続ししててここのの共共催催セセッッシショョンンをを維維持持ししてていいくく。。 
	
	


・前回の領域運営会議（2012.11）＠プラコンにて、共催セッション継続に関する 
  ご意見を募集しました。 
・同運営会議等では非常に前向きな意見が出ました。 
・プラコン、天文学会にてSGEPSS、天文学会の世話人と議論を継続しています。 
  両学会とも3学会共催セッションに対する期待は極めて高いです。 
・発表件数的には、十分に意味のある活動となっていると思われます。	

・学会枠を超えた研究グループの形成など、研究活動の進展にも寄与しています。 
・今回の領域運営会議にて、次回物理学会担当回を含む、3学会共催セッション 
  3順目の参加方針を最終決定したいと思います。	
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66))  ププララズズママ宇宇宙宙物物理理33学学会会共共催催セセッッシショョンン	
	


準備状況と今後の日程 
	


　　2011年11月23日  共催セッション打ち合わせ（プラコン＠金沢音楽堂） 
　　2012年3月22日  共催セッション打ち合わせ（天文学会＠龍谷大学深草キャンパス） 
　　　　　　　5月23日  領域委員会にて共催セッションの趣旨説明・提案 
　　　　　　　6/7/8月  理事会にて承認手続き 
　　　　　　　9月  秋季大会運営会議にて招待講演・シンポジウム等の提案 

 10月  招待講演・シンポジウム等のWeb受付 
　　　　　　　11月  講演申し込み 
　　　　　　　12月  プログラム編成	


世話人（暫定）	


物理学会：安藤　晃（東北大）、井　通暁（東大・～9月）、永岡賢一（NIFS）、三好隆博（広島大・代表） 
天文学会：犬塚修一郎（名大）、柴田一成（京大）、新田伸也（筑波技術大） 、松元亮治（千葉大・代表）	

ＳＧＥＰＳＳ：篠原　育（ISAS/JAXA）、杉山  徹（JAMSTEC）、中村  匡（福井県立大）、松清修一（九大・代表）	


次次回回のの33学学会会共共催催ににつついいてて	
	


次次回回のの３３学学会会共共催催ににつついいてて	
 	
 

第第7回回「「ププララズズママ宇宇宙宙物物理理」」3学学会会共共催催セセッッシショョンン（（物物理理学学会会担担当当）） 
日日本本物物理理学学会会第第68回回年年次次大大会会　　2013年年3月月26日日（（火火））～～29日日（（金金））  　　　　  
場場所所：：広広島島大大学学  東東広広島島キキャャンンパパスス（（広広島島県県東東広広島島市市））  	
	




77))  物物性性分分野野  領領域域のの略略称称・・表表示示にに関関すするる提提案案	
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�   物物性性分分野野のの領領域域略略称称をを新新たたにに設設定定すするる。。（（22001111年年1111月月1122日日のの理理事事会会決決定定))	
	


	
	
領領域域番番号号制制度度のの導導入入（（22000000年年99月月））・・・・・・旧旧分分科科会会のの硬硬直直性性をを打打破破すするる意意図図	
	


	
	
領領域域番番号号制制度度のの弊弊害害・・・・・・他他のの領領域域のの内内容容ががわわかかりりににくくいい。。領領域域をを再再編編成成  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ししよよううととすするるとと、、ああととののすすべべててのの数数字字にに影影響響	
	


	
	
現現在在のの領領域域２２	
	


	
	
領領域域２２  　　・・・・・・　　  ププララズズママ、、放放電電 
   ププララズズママ基基礎礎・・ププララズズママ科科学学・・核核融融合合ププララズズママ・・ププララズズママ宇宇宙宙物物理理	
	


�   略略称称名名のの提提案案　　((最最大大５５文文字字ままでで))	
	


　　　　　　　　　　　　　　「「ププララズズママ」」	
	


�   括括弧弧書書ききででキキーーワワーードドををつつけけるるここととがが出出来来るる。。（（2244文文字字ままでで））	
	


　　　　　　　　　　　　　　（（ププララズズママ科科学学・・核核融融合合ププララズズママ・・ププララズズママ宇宇宙宙物物理理））  ((2233文文字字））	
	


�   アアルルフファァベベッットトにによよるる表表記記のの検検討討・・報報告告・・登登録録	
	


　　　　　　　　　　　　　　““JJPPSS__DDPPPP””　　ままたたはは　　““JJPPSS__PPLLAASSMMAA””	
	


�   年年次次大大会会のの領領域域イインンフフォォーーママルルミミーーテティィンンググ等等でで領領域域のの意意見見をを集集約約ししてて、、年年次次大大会会
終終了了後後速速ややかかにに連連絡絡。。領領域域委委員員会会（（22001122年年55月月））でで、、各各領領域域のの意意見見をを集集約約ししたた結結果果
をを参参考考にに議議論論。。	
	


　　  ４４月月６６日日ままででにに領領域域代代表表（（aakkiirraa@@eecceeii..ttoohhookkuu..aacc..jjpp））ままででごご意意見見おお願願いいししまますす	
	




88))  ＡＡＰＰＳＳ，，ＥＥＰＰＳＳ、、ＧＧＥＥＣＣ等等へへののOOnneeVVooiiccee推推薦薦のの件件	
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�   ＡＡＰＰＳＳ‐‐ＤＤＰＰＰＰ（（アアメメリリカカ物物理理学学会会、、ププララズズママ物物理理セセククシショョンン））、、ＥＥＰＰＳＳ　　（（欧欧州州物物理理学学会会））、、  
GGEECC（（GGaasseeoouuss  EElleeccttrroonniiccss  CCoonnffeerreennccee))　　ななどどででのの日日本本のの研研究究者者のの招招待待講講演演数数をを増増
ややすす。。	
	


	
	


　　　　物物理理学学会会（（領領域域２２））、、応応物物学学会会（（ＰＰＥＥ))，，ププララズズママ・・核核融融合合学学会会がが一一体体ととななっってて推推薦薦すするる。。
（（ＯＯｎｎｅｅ　　ＶＶｏｏｉｉｃｃｅｅ　　推推薦薦））	
	


　　　　たただだしし、、下下記記のの点点にに注注意意。。	
	


　　　　・・招招待待講講演演者者ととししててのの自自薦薦他他薦薦のの登登録録はは別別途途自自分分でで行行うう。。	
	


　　　　・・ＯＯｎｎｅｅＶＶｏｏｉｉｃｃｅｅ　　推推薦薦ををししててもも必必ずずししもも招招待待講講演演者者ととななるるわわけけででははなないい。。	
	


�   第第5544回回ＡＡＰＰＳＳ‐‐ＤＤＰＰＰＰ（（アアメメリリカカ物物理理学学会会、、ププララズズママ物物理理セセククシショョンン））へへのの推推薦薦候候補補のの募募
集集　　　　（（22001122年年1100月月2299日日かからら1111月月22日日ままでで、、PPrroovviiddeennccee、、RRhhooddee  IIssllaanndd））	
	


　　　　期期限限：：22001122年年44月月66日日((金金))　　1122時時（（正正午午））　　-->>　　NNoommiinnaattiioonn  ddeeaaddlliinnee　　::　　５５月月１１６６日日	
	

　　　　発発表表題題目目((英英語語))  ((iinnvviitteedd,,  ttuuttoorriiaall,,  aanndd  rreevviieeww  ttaallkkss  のの区区別別))、、アアブブスストトララククトト((英英語語))	
	

　　　　発発表表者者名名とと連連絡絡先先（（他他薦薦のの場場合合はは、、推推薦薦者者名名もも：：日日本本語語おおよよびび英英語語））	
	

　　　　推推薦薦すするるセセッッシショョンン名名（（DDPPPP22001111ののセセッッシショョンン名名をを参参考考））。。	
	

　　　　推推薦薦状状（（日日本本語語でで可可））	
	


　　領領域域代代表表（（aakkiirraa@@eecceeii..ttoohhookkuu..aacc..jjpp））ままでで応応募募ししててくくだだささいい。。	
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関関連連報報告告，，そそのの他他	
	




11))  日日本本学学術術会会議議報報告告（（伊伊藤藤早早苗苗教教授授（（九九大大応応力力研研））））	
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22))  AAAAPPPPSSにに関関すするる報報告告((AAssssoocciiaattiioonn  ooff  AAssiiaa  PPaacciiffiicc  PPhhyyssiiccaall  SSoocciieettiieess))	
	


○ 12th APPC(Asia Pacific Physics Conference) : 2013年7月14-19日幕張 

ー これからは、プラズマ物理部門もアジア連携必要：沢山の参加をお願いしたい。 

　　AAPPS President: 永宮先生、プログラム委員長：笹尾先生、組織委員：高部先生 	


○ AAPPS活動活性化諮問委員会(Plasma 領域)：学学術術会会議議: 伊伊藤藤早早苗苗先先生生、、三三間間先先生生、、
伊伊藤藤公公孝孝先先生生、、疇疇地地先先生生、、犬犬竹竹先先生生、、藤藤沢沢先先生生、、応応用用物物理理学学会会: 堀堀先先生生、、寺寺嶋嶋先先生生、、 
金金子子先先生生、、ププララ核核学学会会: 笹笹尾尾先先生生、、天天文文学学会会: 松松元元先先生生、、地地球球電電磁磁気気・・地地球球惑惑星星圏圏学学会会: 羽羽
田田先先生生、、吉吉川川先先生生、、物物理理学学会会ビビーームム領領域域: 羽羽原原先先生生、、物物理理学学会会領領域域２２: 代代表表経経験験者者　　 小小野野
先先生生、、吉吉田田先先生生、、岸岸本本先先生生、、石石原原先先生生、、田田中中和和夫夫先先生生、、居居田田先先生生、、田田中中雅雅慶慶先先生生、、矢矢木木GL、、
高高部部先先生生、、現現代代表表、、副副代代表表　　安安藤藤先先生生、、米米田田先先生生、、ととりりままととめめ: 菊菊池池	


○○ 12th APPCののPlasma Physicsをを盛盛りり上上げげるる。。 

○○  アアジジアア Plasma Physicists Network under AAPPS をを形形成成：：情情報報交交換換・・企企画画 

　　　　すすででにに主主要要メメンンババーーリリスストト作作成成にに着着手手（（MCF, HEDP, Astro Plasma, Space Plasma,  

　　　　Basic Plasma, Plasma Processing, Bio plasma, --）） 

○○  今今後後、、韓韓国国-DPP、、中中国国-DPPののChairとともも意意見見交交換換をを行行うう予予定定。。	
	


hhttttpp::////wwwwww..aaaappppss..oorrgg//	
	



